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災害発生時の消防団活動、行政間の協力体制は

被災状況を詳細に把握し、消防・水防活動が的確かつ機動的に展開できる体制を整える。
今回の被災に際し、三重県をはじめ多くの地方公共団体から支援をいただいた。

Q

A 〈町長〉
民法 正則議員

【
Ｑ
３
】

　

消
防
団
活
動
や
装
備
に

は
、
二
次
災
害
予
防
の
観

点
で
の
取
り
組
み
も
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

【
Ａ
３
】

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
二

次
災
害
の
危
険
性
な
ど
が

詳
細
に
把
握
で
き
な
い
中

で
の
活
動
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
今
後
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
、
団
員
の

訓
練
・
教
育
の
充
実
を
消

防
団
と
と
も
に
取
り
組
む
。

【
Ｑ
４
】

　

今
後
、
他
の
地
方
公
共

団
体
か
ら
災
害
支
援
を
求

め
ら
れ
た
際
の
対
応
は
。

【
Ａ
４
】

　

こ
れ
ま
で
も
東
日
本
大

震
災
、広
島
市
土
砂
災
害
、

熊
本
地
震
に
職
員
派
遣
を

行
っ
て
き
た
。
今
回
の
経

験
を
踏
ま
え
、
今
後
、
被

災
団
体
か
ら
支
援
を
求
め

ら
れ
た
場
合
は
、
可
能
な

限
り
支
援
要
請
に
応
え
る

よ
う
努
め
る
。

【
Ｑ
１
】

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の

安
全
管
理
の
考
え
方
を
問

う
。

【
Ａ
１
】

　

災
害
時
の
消
防
団
活
動

は
、
火
災
現
場
と
同
様
に

常
に
危
険
が
伴
う
。
消
防

団
自
ら
が
可
能
な
限
り
危

険
防
止
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
消
防
署
等
と
連

携
し
て
現
場
情
報
を
把
握

す
る
な
ど
安
全
管
理
に
努

め
る
。

【
Ｑ
２
】

　

消
防
団
の
能
率
的
な
活

動
展
開
に
は
、
災
害
対
策

本
部
と
の
情
報
共
有
が
極

め
て
重
要
と
考
え
る
が
。

【
Ａ
２
】

　

災
害
対
策
本
部
員
で
あ

る
消
防
団
長
が
各
分
団
を

指
揮
監
督
す
る
。
今
回
も

各
分
団
は
、
避
難
勧
告
が

発
表
さ
れ
た
際
の
避
難
呼

び
か
け
、
誘
導
等
の
任
務

の
事
前
指
示
に
基
づ
き
活

動
を
展
開
し
た
。

７月豪雨災害における要配慮者の支援は

早急に警察・消防署・医療機関・自主防災組織等との円滑な
連携が取れるよう、今後の災害に備える。

Q

A 〈町長〉
尺田 耕平議員

　

避
難
行
動
支
援
者
452
人

の
安
否
確
認
が
完
了
す
る

ま
で
に
要
し
た
時
間
は
。

【
Ａ
２
】

　

全
員
の
安
否
確
認
は
出

来
て
い
な
い
。

【
Ｑ
３
】

　

災
害
時
、
本
町
は
孤
立

状
態
と
な
り
、
災
害
後
も

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
続

い
た
が
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

等
の
薬
剤
・
医
療
用
酸
素

ボ
ン
ベ
・
人
工
透
析
が
必

要
な
方
へ
の
今
後
の
対
応

は
。

【
Ａ
３
】

　

人
工
透
析
の
施
設
を
町

単
独
で
作
る
の
は
難
し
い
。

医
薬
品
等
の
備
蓄
も
困
難

な
た
め
、
本
人
や
家
族
が

普
段
か
ら
用
意
い
た
だ
け

る
よ
う
、
医
師
会
と
連
携

し
啓
発
に
努
め
る
。

【
Ｑ
１
】

　

平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
要
配
慮
者
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
乳
幼
児
等
で

特
に
配
慮
を
要
す
る
方
）

の
名
簿
を
作
成
し
、
災
害

の
発
生
に
備
え
避
難
支
援

関
係
者
（
警
察
・
消
防
署
・

民
生
委
員
等
）
と
円
滑
に

連
携
す
る
た
め
に
、
協
定

（
個
人
情
報
の
共
有
を
目

的
）
を
締
結
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

避
難
行
動
支
援
者
名
簿

の
作
成
は
し
て
い
る
。
協

定
を
結
ぶ
段
階
に
は
至
っ

て
な
い
。
早
急
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

５
年
前
に
法
で
義
務
付

け
ら
れ
た
協
定
の
締
結
が

出
来
て
い
な
い
の
は
、
災

害
が
起
こ
る
ま
で
危
機
管

理
意
識
が
薄
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
残
念
に
思
う
。

る
こ
と
に
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

避
難
所
と
し
て
様
々
な

課
題
が
出
て
き
た
。
そ
う

し
た
も
の
を
織
り
込
ん
で
、

建
物
の
規
模
も
、
機
能
も

す
べ
て
解
消
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
Ａ
２
】

　

平
成
31
年
、
用
地
取
得
。

平
成
32
年
建
設
。
対
象
エ

リ
ア
は
初
神
地
区
、
土
岐

城
、
湖
翠
園
、
城
之
堀
東

部
、
稲
荷
谷
な
ど
。
二
階

建
て
部
分
を
設
け
、
駐
車

場
も
広
く
す
る
。高
齢
者
、

乳
幼
児
を
持
つ
母
親
に
配

慮
し
た
部
屋
や
ペ
ッ
ト
同

伴
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
な
ど

も
考
え
て
い
き
た
い
。

【
Ｑ
１
】

　

３
年
前
は
、
取
り
組
み

の
時
期
、
公
民
館
本
来
の

役
割
、
機
能
。
防
災
面
か

ら
の
役
割
、
防
災
上
の
適

切
な
場
所
、
駐
車
台
数
、

利
用
者
エ
リ
ア
等
に
つ
い

て
質
問
し
た
。「
西
公
民

館
の
移
転
が
完
了
次
第
検

討
に
入
る
」
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。
未
曽
有
の
大
災

害
が
発
生
し
、
東
公
民
館

の
在
り
方
、
存
在
意
識
が

一
気
に
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
計
画
の
進
捗
状

況
、
こ
の
た
び
の
災
害
を

考
慮
し
新
た
に
施
設
機
能

の
見
直
し
を
す
る
の
か
。

建
設
の
時
期
に
つ
い
て
も

お
答
え
願
い
た
い
。

【
Ａ
１
】

　

こ
の
た
び
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
た
市
町
村
に
対

し
て
、
国
土
交
通
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
た
防
災
拠
点
施

設
の
整
備
へ
の
補
助
制
度

が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
の
交
流
機
能
を

併
せ
持
っ
た
防
災
拠
点
施

設
の
建
設
を
早
期
に
進
め

災害後の東公民館、建て替え構想は

地域の防災拠点として、激甚災害の指定による補助制度を利用した建て替えを
進める。

A 〈町長〉

〈立花 慶三 議員〉Q

き
る
は
ず
の
２
経
路
が
、土

石
流
や
土
砂
崩
れ
で
寸
断

さ
れ
、
避
難
や
救
出
に
時

間
を
要
し
た
。
早
急
確
実

に
避
難
す
る
た
め
、
避
難

路
上
の
が
け
崩
れ
対
策
と

し
て
大
型
土
嚢
を
設
置
し
、

緊
急
・
急
傾
斜
事
業
と
し

て
の
り
枠
工
事
を
施
工
す

る
。
上
下
水
道
、
電
気
等

の
復
旧
は
ほ
ぼ
終
了
し
て

お
り
、
今
後
、
砂
防
ダ
ム

と
道
路
を
施
工
す
る
。
住

宅
再
建
は
災
害
の
安
全
性

確
保
や
向
上
を
目
指
す
。

【
Ｑ
４
】

　

町
の
地
域
防
災
計
画
の

今
後
は
。

【
Ａ
４
】

　

毎
年
定
期
的
に
検
討
・

修
正
す
る
。
減
災
に
つ
な

が
る
よ
う
計
画
を
見
直
す
。

【
Ｑ
５
】

　

復
興
や
防
災
・
減
災
の

町
長
の
決
意
は
。

【
Ａ
５
】

　

指
摘
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
議
会
と
も
情
報
共
有

を
図
り
努
力
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　

本
町
地
域
防
災
計
画
は

的
確
に
遂
行
さ
れ
た
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

現
行
の
計
画
は
、
平
成

24
年
８
月
に
一
部
修
正
し

た
も
の
。
現
状
に
沿
っ
た

十
分
な
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
。
見
直
し
を
図
る
。

【
Ｑ
２
】

　

避
難
所
運
営
に
つ
い
て

反
省
・
改
善
点
は
。

【
Ａ
２
】

　

予
想
を
超
え
る
被
害
で
、

手
探
り
の
中
、
避
難
者
を

受
け
入
れ
た
。
地
域
防
災

計
画
に
沿
っ
た
、
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
事
が
反
省

点
。
今
後
、
自
治
会
や
自

主
防
災
組
織
等
、
避
難
所

運
営
の
意
見
を
聴
取
し
、

役
割
確
認
後
対
応
す
る
。

【
Ｑ
３
】

　

大
原
ハ
イ
ツ
緊
急
道
路

事
業
の
経
緯
・
詳
細
と
大

原
ハ
イ
ツ
の
今
後
は
。

【
Ａ
３
】

　

今
回
、
避
難
で
利
用
で

７月豪雨災害において

過去に経験したことのない災害であった。今後の災害対応の検証をする中で
地域防災計画等の見直しを図りたい。

A 〈町長〉

〈片川 学 議員〉Q

▲ 廃止が予定される東公民館
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